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充
実
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
庁
舎

　
低
層
部
を
広
く
見
通
し
の
良
い
ワ
ン
フ
ロ
ア
と
し
、
市
民
の
利
用
の
多
い
窓
口
を
集
約
し

て
利
用
し
や
す
く
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
庁
舎

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
利
用
者
本
位
、
人
間
本
位
の
庁
舎
と
し
ま
す
。

市
民
開
放
の
在
り
方
を
か
た
ち
に
し
た
庁
舎

　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
市
民
開
放
ゾ
ー
ン
を
庁
舎
正
面
側
に
つ
く
り
、
閉
庁
時
の
部
分
開
放

や
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
南
側
の
市
民
広
場
と
一
体
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

地
震
や
水
害
に
対
し
て
安
全
・
安
心
な
庁
舎

　
近
い
将
来
に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対

処
す
る
防
災
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
免
震
構
造
の
採
用
や
浸
水
対
策
、
非
常
用
自
家
発
電
設

備
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
球
環
境
に
対
し
て
や
さ
し
い
庁
舎

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
生
か
す
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
代
表
さ
れ
る
先
端
技
術
を

融
合
し
た
環
境
配
慮
型
庁
舎
を
つ
く
り
ま
す
。

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
柔
軟
性
）
が
高
く
、
維
持
管
理
が
容
易
な
庁
舎

　
今
後
の
利
用
状
況
の
変
化
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
日
常

的
な
維
持
管
理
も
し
や
す
く
し
ま
す
。

設計の基本方針
　
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
進
め
て
き

た
基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
詳
細
な
実
施
設
計
を
今

年
度
中
に
ま
と
め
、
平
成
24
年
度
工

事
着
手
、
平
成
27
年
度
中
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

これまでの経緯
（年度別）

Ｈ
17
　
庁
舎
建
設
基
金
設
置

　
　
　
市
議
会
に
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
設
置

Ｈ
20
　
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策
定

　
　
　
市
長
所
信
に
お
い
て
現
地
で
の
建
設
を
表
明

Ｈ
21
　
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定

Ｈ
22
　
基
本
設
計
完
了

【概要】敷地面積　8,751㎡　　延床面積　20,691㎡
容積対象面積　17,740㎡　　
階数　地上７階、地下１階　　建物高さ　29.9ｍ
構造　地上鉄骨造、地下鉄筋コンクリート造
駐車台数　地下駐車場89台、地上駐車場17台
建築工事費　約62億円　　

南西方向からの外観

市民のための新庁舎建設に向けて
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２期工事完成・外構整備

新庁舎高層部

（１期）

新庁舎低層部

（２期）

配
置
計
画

　

新
庁
舎
は
現
在
地
で
建
て
替
え
ま
す
が
、
工
期
を
高

層
部
と
低
層
部
の
２
期
に
わ
け
る
２
段
階
の
建
て
替
え

計
画
と
し
、
工
事
期
間
中
の
仮
庁
舎
へ
の
移
転
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
ま
す
。
庁
舎
南
側
に
は
広
場
を
設
け
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
お
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
広
場
や
駐
車
場
の
前
に
は
緑
地
を
設
け
、

美
し
い
街
並
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

防
災
計
画

▼
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
能
を
通
常
の

建
物
基
準
の
１
・
５
倍
の
強
度
と
し
ま
す
。
免
震
構
造

を
採
用
し
、
建
物
の
揺
れ
を
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
設
備
機
器
・
配
管
へ
の
影
響
や
家
具
な
ど
の
転

倒
を
防
ぎ
、
震
災
直
後
で
も
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
維
持
し
ま
す
。

▼
地
盤
の
液
状
化
か
ら
建
物
を
守
る
た
め
、
地
下
の
基

盤
岩
層
を
支
持
層
と
し
た
杭
工
法
を
採
用
し
ま
す
。

▼
桑
野
川
の
決
壊
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
か
ら
守
る

た
め
、
１
階
床
レ
ベ
ル
を
周
囲
の
地
盤
よ
り
も
約
１
メ

ー
ト
ル
高
く
設
定
し
た
う
え
で
、
防
潮
パ
ネ
ル
で
浸
水

を
防
ぎ
ま
す
。

▼
洪
水
対
策
の
た
め
、
７
階
に
非
常
用
自
家
発
電
設
備

を
設
置
し
停
電
に
備
え
ま
す
。

▼
被
災
者
へ
の
支
援
物
資
や
援
助
物
資
等
を
保
管
し
て

お
く
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た

環
境
配
慮
型
庁
舎
を
つ
く
り
ま
す

　

自
然
換
気
や
自
然
採
光
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
り
ま
す
。
ひ
さ
し
や
屋
上
緑

化
に
よ
り
熱
負
荷
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
全
館
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
と
し
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
Ｃ
Ｏ
２
に
取
り
組
み

ま
す
。

１期工事完成・本庁舎解体 分庁舎解体

新庁舎高層部

（１期）

本庁舎解体 本庁舎

分庁舎解体

　設備機器の高効率化
・アモルファス変圧器
・高効率熱源
・高効率空調機

◆自然換気
　グリーンボイド
　（風の道）

自然の風で揺れる
モビール

◆太陽光発電
日除けルーバーに太陽電池
パネル設置

床吹出方式による居住域空調
◆自然換気：上下の温度差による自然通風促進
◆昼光利用：トップライトによる執務室の両側採光

◆屋上緑化
◆雨水利用：屋上緑化の散水に利用

◆地中熱利用
サーマルトンネルにより
外気を予冷・予熱

◆ LED 照明
　全館に採用

◆高炉セメント
電炉鋼を地下躯体
に使用

地盤面上昇による
水害に強い施設

市民の森
・地域に根ざした植物の導入
・延焼防止
・LEDによる夜間の光の演出◆水平ひさし

　建物外周に設置

環境学習ツアーの実施

透水性舗装

免震層を活用した駐車場

照明調光制御

◆自然換気

◆シーリングファン

□ 環境配置概念図

⇐ ⇐
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募
集
期
間　
６
月
16
日
㈭
〜
30
日
㈭

公
表
資
料　
阿
南
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
概
要
書

公
表
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
及
び
庁
舎
建
設
課
（
市
役
所
本
庁
２
階
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
方

提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
。
名
前
お
よ
び
住
所

を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
意
見
提
出
用
紙
を
公
表

場
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送　

〒
７
７
４

−

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３

阿
南
市
庁
舎
建
設
課
ま
で

■
電
子
メ
ー
ル　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chosha@
city.anan.tokushim

a.jp

※
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
名
前
、
住
所

等
の
個
人
情
報
を
除
き
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
原

則
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い
て
の
個
別

回
答
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
庁
舎
建
設
課（
☎
22

−

８
２
８
５
）

へ 新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

を
実
施
し
ま
す

１階、２階…市民が利用する機会の多い窓口部門を配置します。広くて見通しのよいフロアに加え、中央に吹
き抜けの空間を設け、建物全体の位置関係をわかりやすくし、他の階への案内性を高めます。ま
た、自然光の採り入れや自然換気によって省エネルギー・省ＣＯ２につなげます。

３階…………議場や議会関係諸室と災害対策本部機能を整備します。また、効率性と利便性を高めるため、会
議室を集約して配置します。

４階…………市長や副市長など特別職の執務室などを配置します。
５階、６階…窓口部門以外の部局の執務室を配置します。
７階…………洪水対策のため、非常用自家発電設備及び主要な機械室を設置し、ライフラインが途絶えた場合

にも防災拠点としての機能を維持します。

市民に開かれた
わかりやすい
庁舎をつくります

１階ロビーは３層吹き抜けとし、自然光を採り入れた心地よい空間とします。
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　基本設計に基づいた実施設計を平成23年度中に取りまとめることにしており、各階の施設等については、
実施設計で詳細に検討することとなります。

市民開放ゾーン 市民開放ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

エントランス

市民広場 駐車場
歩行者

執務ゾーン

執務ゾーン

屋上緑化

屋上緑化

特別職執務ゾーン
車

公用車駐車場

ポ
ン
プ
場

Ｎ

地
下
駐
車
場
入
口

❶
階

市民開放ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

窓口部門
執務ゾーン

会議室

吹抜

❷
階

❺階、❻階

議場

吹抜

議場ホワイエ

議
会
関
連
諸
室

会議室ゾーン 災害対策本部室
❸
階

❹
階
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
野
球
の
ま
ち
阿
南
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
（
石
碑
）

学
原
町　

岡
沢　

操
様
よ
り
「
野

球
の
ま
ち
阿
南
」
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て

　

石
碑
は
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
高
速
バ
ス
発
着
場
所
付

近
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
去
る
４
月
21
日
、
ス
ー
ち
ゃ
ん
こ
と
田
中
好
子
さ
ん

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
55
歳
。

　
彼
女
と
青
春
を
と
も
に
し
た
56
歳
の
私
か
ら
す
れ
ば
、

同
じ
年
代
の
人
間
と
し
て
哀
惜
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。
16
歳
の
時
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
、70
年
代
に
一
世
を
風ふ
う

靡び

し
、「
年
下
の
男
の
子
」「
春

一
番
」「
微
笑
が
え
し
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌
い
、

１
９
７
８
年
、
流
行
語
に
も
な
っ
た
「
普
通
の
女
の
子

に
戻
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
解
散
。
そ
の
後
、

病
床
に
伏
す
弟
に
「
僕
は
お
姉
ち
ゃ
ん
が
テ
レ
ビ
に
出

て
る
姿
が
一
番
好
き
だ
」
と
言
わ
れ
、
芸
能
界
へ
復
帰

を
決
意
し
ま
し
た
。

　
１
９
８
９
年
、
今
村
昌
平
監
督
の
「
黒
い
雨
」
で
女

優
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
以
来
、
そ
の
演
技
力
か
ら

日
本
の
お
母
さ
ん
を
演
じ
ら
れ
る
大
女
優
へ
の
道
を
歩

ん
で
い
た
だ
け
に
、
一
層
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
田
中
さ
ん
に
は
、
今
か
ら
５
年
前
、
映
画
「
奇
跡
の

海
」
の
撮
影
で
阿
南
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
伊
武
雅
刀
、

伊
吹
吾
郎
氏
ら
共
演
者
と
夕
食
を
と
も
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
有
名
人
特
有
の
ギ
ラ
つ
き
も
な
く
、
自

然
体
で
人
と
接
す
る
、
優
し
く
温
か
み
の
あ
る
お
人
柄

で
し
た
。「
阿
南
の
お
魚
は
お
い
し
い
で
す
ね
。」
と
言

い
な
が
ら
、
歓
談
さ
れ
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
一
昨
年
、
長
年
に
わ
た
り
ス
ー
ち
ゃ
ん
と
親
交

が
あ
っ
た
西
　
慎
嗣
氏
（
宝
田
町
在
住
）
が
、
ス

ー
ち
ゃ
ん
の
携
帯
へ
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
ご

本
人
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
も
う
一
度
、

ぜ
ひ
阿
南
へ
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
…
。

　
西
氏
は
『
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
』
の
ギ
タ
リ
ス
ト
と

し
て
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
界
に
一
大
旋
風
を
起
こ

し
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
『
Ｍ
Ｍ

Ｐ
』
の
ギ
タ
リ
ス
ト
も
務
め
た
人
物
で
す
。
昨
年

10
月
に
は
、
市
民
会
館
で
山
崎
ま
さ
よ
し
氏
と
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
告
別
式
で
は
、「
天
国
で
被
災
者
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
語
る
最
後
の
肉
声
が
流
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
言
葉
を
聞
く
に
つ
け
、
ス
ー
ち
ゃ
ん
は
時
代

の
太
陽
だ
っ
た
な
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ス
ー
ち
ゃ
ん
安
ら
か
に
。

−
ス
ー
ち
ゃ
ん
安
ら
か
に

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

平
成
23
年
度
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係
の
方

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
〜

場
所　
文
化
会
館　

夢
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

税
務
証
明
書
交
付
申
請
時
に

本
人
確
認
を
実
施

　

４
月
１
日
よ
り
税
務
証
明
書
の
申

請
時
に
、
窓
口
へ
来
ら
れ
た
方
の
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

に
よ
る
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
他
人
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
て

不
正
に
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と
を

防
止
し
、
皆
様
の
大
切
な
資
産
や
収

入
な
ど
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
所
得
証
明

書
の
発
行
は
６
月
１
日
を
、
所
得
課

税
（
非
課
税
）
証
明
書
の
発
行
は
６

月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

「
阿
南
市
地
域
福
祉
計
画
」を
策
定

　

地
域
福
祉
は
、
多
様
な
福
祉
に
対

応
す
る
た
め
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地

域
社
会
で
、
と
も
に
生
き
、
と
も
に

支
え
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
、市
民
（
自

助
）
や
、
行
政
（
公
助
）
を
は
じ
め
、

地
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
（
共
助
）

の
力
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
福
祉
で
す
。

　

こ
の
度
、
地
域
福
祉
推
進
の
指
標

｢

阿
南
市
地
域
福
祉
計
画｣

を
策
定

し
、
概
要
版
『
あ
ん
し
ん
し
て　

な

か
ま
と
く
ら
す　

さ
さ
え
あ
い
プ
ラ

ン
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
福
祉

の
推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

概
要
版
の
配
布
場
所　
福
祉
課
窓
口

※
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

−

１
５
９
２
）
へ
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
対
策
支
援

■
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
７
月
24
日

㈰
に
終
了
予
定
で
す
。
地
デ
ジ
の
準

備
が
お
済
み
で
な
い
方
、
地
デ
ジ
に

つ
い
て
も
っ
と
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時　
６
月
27
日
㈪
〜
８
月
25

日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
金
・

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
た
だ
し
７

月
24
日
㈰
は
開
催
し
ま
す
。

設
置
場
所　
市
役
所
１
階　

ロ
ビ
ー

■
区
域
外
（
県
外
）
放
送
の
個
別
ア

ン
テ
ナ
受
信
の
支
援

　

国
が
指
定
し
た
区
域
内
で
個
別
受

信
ア
ン
テ
ナ
に
よ
る
区
域
外
の
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
受
信
実
態
が
あ
り
、

交
付
決
定
後
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

加
入
手
続
き
を
す
る
世
帯
に
上
限
３

万
円
を
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

デ
ジ
サ
ポ
徳
島

（
☎
０
８
８

−

６
０
３

−

０
２
０
０
）

へ

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
（
生
活
保
護
世
帯
等
）
及
び
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
簡
易
な
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
省
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０

−

０
２
３
７
２
４
）
へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立

方
式
の
年
金
。

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

き
。

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
。

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に
国

庫
補
助
も
。

加
入
条
件
は　
次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
。

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
。

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
22

−

３
７
９
０
）
ま
た
は
、

最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届
の
提
出
は

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

被
災
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
免

　

自
然
災
害
等
（
風
水
害
、
地
震
災

害
、
火
災
）
に
よ
り
土
地
、
家
屋
及

び
償
却
資
産
に
一
定
以
上
の
損
害
を

受
け
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
申
請
に
は
、
市
税
減

免
申
請
書
及
び
損
害
の
程
度
を
証
明

す
る
書
類
（
写
真
等
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
無
料
）

　
「
必
ず
も
う
か
る
」
と
金
融
商
品

を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
、

手
口
を
知
っ
て
、
悪
質
商
法
か
ら
、

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
時 
６
月
３
日
㈮　

午
後
１
時
〜

２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

演
題　
「
悪
質
商
法
か
ら
身
を
ま
も

ろ
う
。
投
資
詐
欺
（
利
殖
商
法
）
に

つ
い
て
」

講
師　
弁
護
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
ア
ク

シ
ス
あ
な
ん
共
同
法
律
事
務
所　

弁

護
士　

立
石
量
彦
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

６
月
１
日
〜
７
日
は「
水
道
週
間
」で
す
！

　

今
年
の
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

　
「
蛇
口
か
ら　
あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の　
夢
・
未
来
」
で
す
。

　

水
は
、
私
た
ち
人
間
は
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
も
決
し
て
無
限
で
は
な
く
、
今
や
限
り
あ
る
貴
重

な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
限
り
あ
る
水
を
暮
ら
し
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
節
水
に
も
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
届
け
出
と
相
談
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

新
し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

引
越
し
し
て
い
か
れ
る
と
き

長
い
間
、
水
道
を
お
使
い
に
な
ら
な
い
と
き

使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

そ
の
他
変
更
が
あ
る
と
き

　
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
（
手
続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　
業
務
課
（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

次
の
こ
と
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

使
用
量
と
検
針
及
び
水
道
料
金
は
、
業
務
課
（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

給
水
装
置
の
新
設
と
変
更
工
事
及
び
市
指
定
水
道
工
事
店
、
水
道
の
故
障
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
工
務
課
（
☎
22

−

３
２
９
５
）
へ

工
務
課
給
水
係
か
ら
の
お
願
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
水
道
管
の
管
理
を
充
実
し
、
修
理
や
検
針
作
業
を
速

や
か
に
行
う
た
め
、
宅
地
内
で
水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
移
動
を
行
う
場
合
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
家
の
建
て
替
え
や
庭
の
工
事
等
で
水
道
メ
ー
タ
ー
や
水
道
管
を
移
動

す
る
場
合
は
、
市
指
定
水
道
工
事
店
を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
工
務
課
（
☎
22

−

３
２
９
５
）
へ

平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕広報7



浄
化
槽
法
定
検
査
の

お
知
ら
せ

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

「
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水
質
に

関
す
る
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
浄
化
槽
法

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
の
行
な

う
点
検
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
、
徳
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
㈳
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
６
月
23
日
㈭
〜
７
月
11
日
㈪

対
象
地
域　
阿
南
市
全
域

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
徳
島
県
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
３
６

−

１
２
３
４
）
へ

介
護
保
険

負
担
限
度
額
申
請

　

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食
費

の
負
担
額
は
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

含
む
）
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方
に
つ
い
て
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
交
付
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

６
月
30
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　
介
護
保
険
課

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
保
険
課
（
☎

22

−

１
７
９
３
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
ま

せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

A 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加
入
し
て
、

原
則
と
し
て
最
低
25
年
間
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
免
除
・

納
付
猶
予
期
間
を
含
む
）。

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格
期

間
の
25
年
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、

25
年
以
上
あ
る
が
満
額
と
な
る
40
年

に
満
た
ず
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人

な
ど
が
、
60
歳
以
上
65
歳
ま
で
の
間

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
ま
で
、
特
例
的
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
は
、
60
歳
に
到
達
し
た
日
以
降
、

任
意
加
入
の
申
出
書
と
口
座
振
替
の

申
出
書
の
両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−
１
１
１
８
）
へ

問い合わせは
消防本部予防課（☎22−3799）へ

すべての住宅に
住宅用火災警報器を!!

お
宅
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
！

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

警
察
官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

徳
島
県
警
察
で
は
、
平
成
23
年
度

警
察
官
Ｂ
（
男
性
及
び
女
性
）
の
採

用
募
集
に
関
し
て
、
７
月
１
日
㈮
か

ら
試
験
案
内
申
込
書
の
配
布
を
開
始

し
ま
す
。

　

採
用
募
集
の
資
格
（
受
験
資
格
）

は
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
方
以
外
の
方
で
、
採

用
試
験
は
10
月
16
日
㈰
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

210件（  830）
3人（    4）

45人（  155）

救　　急 件 数
搬送人員

255件（1,030）
244人（ 999）

火　　災 件 数
損 害 額

3件（ 23）
3千円（14,927千円）

●阿南署管内平成23年4月分合計　(　)内は1月からの累計

環境と
くらし

シリーズ 〈№ 13〉

６月は
環境月間です

　
「
環
境
月
間
」
は
、
市
民
や
事
業

者
の
皆
様
に
環
境
保
全
な
ど
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
積
極
的
に
環
境
保
全
や
創
造
に

関
す
る
活
動
意
欲
を
高
め
る
目
的
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
日
々
の
生
活
を

見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
豊
か
な
環
境
を
未
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
も
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
い
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
不
法
投
棄
や

屋
外
で
の
廃
棄
物
等
の
焼
却
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
の
環
境
を
守
る
た
め

に
は
、
み
ん
な
が
協
力
し
な
が
ら
監

視
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

法
定
検
査
は
、

年
１
回
の
浄
化
槽
の

健
康
診
断
で
す
。
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集落名
対象面積

（a）

交付金額

（千円）
主な共同取り組み活動の内容

（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不 整 形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

金 石 167 19 148 168 水路・農道等の管理

水 井 279 141 138 365 水路・農道等の管理

細 野 470 312 158 670 水路・農道等の管理

成 松 282 282 593 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

喜 来 620 620 1,042 水路・農道等の管理、その他

中 喜 来 141 141 237 水路・農道等の管理、その他

元 信 1,382 1,283 62 37 2,788 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

貞 信 777 777 1,305 水路・農道等の管理

大 根 上 239 239 402 水路・農道等の管理

海 老 川 1,244 1,200 18 26 2,565 水路・農道等の管理、農作業の共同化、農業生産条件の強化、鳥獣害対策

秋 山 135 92 20 23 238 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

清 貞 380 359 21 624 水路・農道等の管理

平 川 内 205 203 2 344 水路・農道等の管理

生 谷 214 214 359 水路・農道等の管理

船 頭 ヶ 谷 1,170 1,170 1,966 水路・農道等の管理、農作業の共同化、鳥獣害対策、非対象農家との連携

八 原 毛 540 540 1,135 水路・農道等の管理、協定農用地の拡大、農作業の共同化、新規就
農者の確保、サポート体制の維持

香 236 236 398 水路・農道等の管理、農作業の共同化

平松・高瀬 180 180 302 水路・農道等の管理

働 々 814 775 39 1,327 水路・農道等の管理、農作業の共同化

尻 杭 333 248 85 472 水路・農道等の管理

長 谷 川 180 180 303 水路・農道等の管理

長 谷 川 東 111 111 187 水路・農道等の管理

辺 川 648 545 103 1,011 水路・農道等の管理、鳥獣害対策、水源地の保全

貝 谷 356 347 9 593 水路・農道等の管理

赤 崎 194 74 120 236 水路・農道等の管理

壱 升 ヶ 森 284 219 65 513 水路・農道等の管理、サポート体制の維持、非農家の農業労働力支援

※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

　平成22年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12条の規定により
公表します。

１　集落協定
　⑴協定数　26協定　　⑵対象面積　11,581ａ　　⑶交付金額　20,143千円

２　個別協定
　⑴協定数　２協定　　⑵対象面積　49ａ　⑶交付金額　102千円

◆中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中山間地域に
おいて、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体制整備に向けた前向き
な取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け取ることができる制度です。
問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）へ

平成22年度阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況
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■あなんサマーコンサート
	『徳島県警察音楽隊演奏会』■夢ホールホワイエコンサート『懐かしい日本の歌』

■邦楽への招待	『和の元気！』

日　時　７月10日㈰　14:00開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料（入場整理券が必要です。）
※入場整理券は、６月３日㈮よりコスモホール、夢ホ

ール、市民会館ほかで配布します。
曲　目　トゥーランドット、ドラゴンクエスト、テイ

クオフⅡほか
　心おどる勇壮な吹奏楽をご堪能ください。カラーガー
ド隊による華やかなフラッグ演技もお楽しみください。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

日　時　７月２日㈯　14:00開演　
場　所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円（ワンドリンク付き）
　　　　なかよしチケット
　　　　（２人以上 20%割引、５人以上 40%割引）
※なかよしチケットは、前売りのみの取扱いになります。
出演者　歌：ＪＵＤＹ（前川祐紀子）
　　　　キーボード：鈴木亜希子
曲　目　蘇

そ

州
しゅう

夜
や

曲
きょく

、浜辺の歌、宵
よい

待
まち

草
ぐさ

ほか
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

日　時　6月26日㈰　 13:30開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　一般1,000円（全席自由）、高校生以下無料
　　　　（当日券500円増し）
　一緒に楽しめる曲を中心に、邦楽の魅力満載の和楽器
オーケストラ「大津絵幻想」も演奏します。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

５
月
３
日
か
ら
特
別
公
開（
無
料
）

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
星
座
や

星
の
説
明
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
は
難
し
か
っ
た
宇
宙
旅
行
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ア
ル
な
星
の
映
像
な
ど
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
映
像
に
よ

る
星
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映

日
時　
5
月
3
日
㈷
〜
5
日
㈷　

午
前
10
時
30

分
か
ら
1
時
間
お
き
に
6
回
。
5
月
7
日
以
降

土･

日
曜
日
の
午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
午
後

3
時
30
分
の
3
回
。

タ
イ
の
蝶
展

　

タ
イ
の
パ
ン
シ
ダ
国
立
公
園
に
て
撮
影
さ
れ

た
珍
し
い
蝶
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
5
月
22
日
㈰
ま
で

み
ん
な
で
ピ
ア
ノ
物
語

出
演
者
募
集

科
セ
ン
タ
ー

学

あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します

お
も
し
ろ
科
学
実
験（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
科
学
の
不
思
議
、

原
理
、
法
則
を
楽
し
く
実
験
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜
の
２
回

昼
間
の
星
の
観
望
会（
有
料
）

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
日
中
に
見
え
る
一

等
星
や
月
、
惑
星
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。
予

約
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
後
２
時
45
分
〜

夜
間
天
体
観
望
会（
有
料・要
予
約
）

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季

節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
〜
、
８
時
〜
、
９
時
〜
の
３
回

参
加
資
格　

Ａ
の
部
（
小
学
１
年
生
〜
一
般
）：
ピ
ア

ノ
ソ
ロ
、
連
弾
、
ピ
ア
ノ
と
他
の
楽
器
と

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ま
た
は
歌
唱

Ｂ
の
部
（
音
楽
科
大
学
卒
）：
ピ
ア
ノ
ソ

ロ申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
①
名
前
②

年
齢
③
住
所
④
連
絡
先
電
話
番
号
⑤
演
奏

曲
目
（
作
曲
者
、
編
曲
者
）
⑥
演
奏
時
間

（
Ａ
の
部
10
分
以
内
、
Ｂ
の
部
15
分
以
内
）

⑦
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
場
合
は
譜
面
台
・
い

す
の
必
要
数
⑧
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
部
⑨
Ａ
の

部
希
望
の
方
は
、
８
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

の
い
ず
れ
か
ご
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は

そ
の
旨
を
記
入
。
以
上
、
９
項
目
を
ご
記

入
の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
４

−

０
０
３
０　

阿
南
市
富
岡
町

西
池
田
１
３
５
番
地
１　

文
化
会
館
「
み

ん
な
で
ピ
ア
ノ
物
語
」
係

締
切
日　
７
月
22
日
㈮
必
着

開
催
日
時　
８
月
21
日
㈰　

午
前
11
時
開

演
※
出
演
人
数
に
よ
り
20
日
㈯
、
21
日
㈰

の
２
日
間
開
催
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

参
加
料　
出
演
者
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
会
館
（
☎
21

−

０

８
０
８
）
へ
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皆
既
月
食
の
お
話
と

月
の
観
望
会

内
容　
６
月
16
日
㈭
の
早
朝
に
見
ら
れ
る
皆

既
月
食
に
つ
い
て
、
そ
の
し
く
み
や
見
え
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
大
型
天
体
望
遠

鏡
で
月
の
観
望
会
も
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
12
日
㈰　

午
後
７
時
〜
９
時

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
、science@

ananscience.jp 

で
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

（
無
料
）

　

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
よ
る
当
日

の
星
空
解
説
と
テ
ー
マ
番
組
を
投
映
し
ま
す
。

日
時
と
投
映
番
組
（
そ
れ
ぞ
れ
約
20
分
）

土
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
（
当
日
の
星
空
解
説
）

午
後
１
時
〜（
番
組「
宇
宙
人
に
会
い
た
い
」）

午
後
３
時
30
分
〜
（
当
日
の
星
空
解
説
）

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場（
無
料
）

「
光
る
月
齢
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
」

内
容　
７
月
か
ら
９
月
の
月
齢
が
わ
か
る
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時　
６
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

６
月
の
休
館
日　
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、

20
日
㈪
、
27
日
㈪

若
杉
山
遺
跡

　

平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
、
鶴
林
寺
か
ら

太
龍
寺
に
通
じ
る
旧
遍
路
道
が
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
四
国
八
十
八
箇
所
参

拝
の
遍
路
道
で
、
現
存
し
て
い
る
の
は
一
部

で
あ
る
。
国
の
意
向
と
し
て
は
四
国
八
十
八

箇
所
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
た
め
に
は
、

前
提
と
し
て
文
化
財
の
指
定
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
太
龍
寺
遍
路
道
の
一
部
が
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
調
査
、

研
究
し
た
り
日
常
保
護
に
当
た
る
の
は
阿
南

市
で
あ
る
。

　

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
と
し
て
は
、

遍
路
道
よ
り
水
井
町
の
若
杉
山
遺
跡
を
先
に

指
定
し
て
欲
し
か
っ
た
。
若
杉
山
遺
跡
は
辰し
ん

砂し
ゃ

採
取
遺
跡
と
し
て
全
国
的
に
も
貴
重
で
あ

る
。

　

昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
ミ
カ
ン
畑
の
開
墾

が
行
わ
れ
、
砂
岩
製
の
石
臼
や
石
杵
が
出
土

し
た
。
同
四
十
四
年
一
月
五
日
、
こ
の
遺
跡

か
ら
石
臼
七
点
、
石
杵
六
点
が
発
見
。
同
五

十
五
年
か
ら
県
立
博
物
館
の
調
査
に
よ
り
石

臼
三
七
点
、
石
杵
二
二
四
点
、
辰
砂
原
石
、

獣
骨
、
ハ
マ
グ
リ
、
ハ
イ
ガ
イ
、
ア
カ
ニ
シ
、

カ
キ
、
サ
ザ
エ
、

ア
サ
リ
な
ど
の
貝

類
、
魚
骨
、
土
器

な
ど
が
発
見
さ
れ

た
。
こ
の
調
査
に

よ
っ
て
こ
の
遺
跡

が
弥
生
時
代
末
か

ら
古
墳
時
代
初
期

の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

辰
砂
は
水
銀
と

硫
黄
と
の
化
合
物
で
、
水
銀
や
朱
は
辰
砂
か
ら

取
り
出
さ
れ
る
。

　

若
杉
山
遺
跡
の
あ
る
水
井
町
一
帯
は
水
銀
の

産
出
地
と
し
て
有
名
で
、
明
治
時
代
の
最
盛
期

に
は
全
国
生
産
量
の
六
〇
％
を
占
め
る
水
銀
鉱

の
産
地
で
あ
っ
た
。

　

石
臼
や
石
杵
は
、
辰
砂
の
製
造
に
使
用
さ
れ

た
道
具
で
あ
る
。

　

石
臼
や
石
杵
は
、
ほ
と
ん
ど
砂
岩
を
使
っ
て

い
る
。
石
臼
の
大
き
い
も
の
は
幅
約
五
〇
〜
六

〇
㌢
、
厚
さ
十
五
〜
二
〇
㌢
あ
る
。
形
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
石
臼
に
は
直
径
約
五
〜
一
〇
㌢

く
ら
い
の
浅
い
く
ぼ
み
が
数
カ
所
あ
り
、
こ
の

く
ぼ
み
に
合
致
す
る
石
杵
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

石
杵
は
手
で
握
れ
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
長

さ
約
二
〇
〜
二
五
㌢
の
円
筒
形
で
あ
る
。

　

辰
砂
の
作
業
行
程
は
、
辰
砂
を
含
ん
だ
石
灰

岩
を
石
杵
で
粉
砕
し
、
石
臼
の
く
ぼ
み
に
入
れ

さ
ら
に
石
杵
で
す
り
潰
し
て
粉
状
に
す
る
。
粉

末
を
土
器
に
入
れ
若
杉
谷
川
の
水
で
洗
う
。
不

純
物
は
流
れ
比
重
の
大
き
い
辰
砂
は
沈
澱
す
る
。

こ
う
し
た
作
業
を
繰
り
返
す
。
こ
の
方
法
を

「
水す
い

簸あ

」
と
い
う
が
、
水
井
町
の
「
す
い
い
」

は
水
簸
か
ら
き
て
い
る
と
の
説
も
あ
る
。

　

朱
の
精
製
は
黒
谷
川
郡こ
う

頭ず

遺
跡
（
板
野
郡
板

野
町
大
寺
）
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

若
杉
山
出
土
の
辰
砂
を
大
寺
外
他
地
域
へ
輸
送

し
、
そ
れ
ら
の
地
で
精
製
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

若
杉
山
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
八

日
、
阿
南
市
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
県
指
定
、
国
指
定
を
め
ざ
し
た
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
実
現
し
て
い
な
い
。

参
考　

「
阿
南
市
の
文
化
財
」

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
63

若杉山遺跡全景（調査当時）

若
杉
山
遺
跡
出
土
品

（
提
供
：
徳
島
県
立
博
物
館
）
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第67号

男
女
共
同
参
画
事
業

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１

ま
つ
え
大
会
」
の
参
加
者
募
集

　

〜
語
ろ
う
、
紡つ
む

ご
う
、〝
だ
ん
だ
ん
〟
縁
え
に
し

を
世
界
へ
〜
を
テ
ー
マ
に
、
第
28
回
日
本
女

性
会
議
が
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
10
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯

参
加
費　
３
万
円
程
度　

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

『
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
無
料
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
女
性
に

と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
学

習
し
ま
せ
ん
か
。

　

講
師
は
市
か
ら
派
遣
し
ま
す
。
学
習
内
容

や
時
間
は
相
談
の
う
え
決
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22

−

７
４
０
１
）
へ

　人権擁護委員による、特設人権相談所を次の
とおり開設します。
日時　６月１日㈬　午前10時〜正午
会場　橘公民館・ひまわり会館１階　相談室
※秘密は固く守られます。ご相談ください。

6月1日は「人権擁護委員の日」です

日時　６月28日㈫　午後２時〜３時30分
場所　文化会館１階　視聴覚室
講師　江川尚志さん
　　　（市人権教育・啓発講師団講師）
演題　『障害』とともに生きる
　　　（「害」は漢字で表記しています )
※講演前に簡単な手話講座があります。

阿南市人権教育・啓発市民講座

　万が一、人権を侵害するような内容の落書き
等を発見した際には、その場で消去しないで、
できるだけ早くご連絡ください。
連絡先　
人権教育課（☎22−3392）または、
人権・男女参画課（☎22−3094）へ

差別落書きを発見したら

　本市は、公共施設や量販店のトイレなどへの
定期的な巡視活動を実施しています。市内各事
業所においても、人権を踏みにじる悪質な落書
き等を防ぐために、事業所内のトイレや人通り
の少ない箇所等に、定期的な点検を実施し、ト
イレ等は常に明るく、清潔感あふれるものにす
ることによって、落書きしにくい状況をつくる
などの対策を日頃からお願いします。

市内事業所の経営者・管理者の
皆様へ

『阿南市人権教育・啓発研究講座』受講生募集

　阿南市では、人権尊重のまちづくりを積極的に推進するために、「阿
南市人権教育・啓発研究講座」の受講生を次のとおり募集します。

目　　的　講座を集中的に開催することにより、一つの人権課題をよ
り専門的に学び見識を深める。

募集人員　夏期講座40人　※秋期講座はあらためて募集します。
応募資格　市内在住または市内に勤務されている方で、本講座の目的

に賛同し、講座課目終了時まで継続して参加できる人。
講　　座　夏期講座「障がい者の人権」
開 催 日　７月７日㈭　

『南部Ⅰ圏域における障がい者支援の取り組みについて』
講師：徳島赤十字ひのみね総合療育センター地域福祉課長
　　　島　義雄さん

７月14日㈭
『特別支援教育の現状について』

講師：徳島県立阿南支援学校教頭　上野清文さん
７月21日㈭　

『障がいのある方の「はたらく・暮らす」を支える』　
講師：徳島県南部障害者就労・生活支援センター
よりそいセンター長　南山良美さん

７月28日㈭
『精神障がい者の理解と関わり方』

講師：南部総合県民局（阿南保健所）保健福祉環境部
健康増進担当主査兼係長　河野明子さん

開催時間　午後２時〜４時（７日㈭は、午後１時30分〜４時30分）
開催場所　那賀川図書館１階　視聴覚室
　　　　　（７日㈭は、徳島赤十字ひのみね総合療養センターを予定）
申込締切　６月21日㈫
申込み・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

人 啓権 発
連載　77
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何
も
か
も
が
未
知
の
体
験
で
あ
り
想
定

外
だ
っ
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
。
私

た
ち
は
地
震
大
国
日
本
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
強
く
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

徳
島
県
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
６

の
南
海
地
震
が
30
年
以
内
に
60
％
の
確
率

で
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
か
ね
て

よ
り
防
災
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
大
災
害
に
お

け
る
「
想
定
外
」
の
３
文
字
に
足
を
止
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

徳
島
県
で
は
、
津
波
浸
水
想
定
の
見
直

し
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
阿
南

市
で
も
自
主
防
災
会
や
沿
岸
地
域
に
立
地

す
る
民
間
企
業
な
ど
と
意
見
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
防
災
対
策
の
再
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
防
災
に
対
す
る
共
通

理
解
を
深
め
、
有
事
の
際
の
避
難
行
動
な

ど
に
い
か
す
た
め
、今
後
、シ
リ
ー
ズ
「
災

害
に
備
え
る
」
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
か
ら
10
月
ご
ろ
ま
で
は
、
集

中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
の
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

全
国
の
気
象
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
り
急
激
に
上
昇
し
、
最
高
気
温
の
記

録
を
相
次
い
で
更
新
し
て
お
り
、
年
ご
と

に
多
雨
と
小
雨
の
変
動
が
著
し
く
、
異
常

気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
は
、

予
測
困
難
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
局

地
的
な
短
時
間
豪
雨
が
、
各
地
で
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
、
河
川
の

氾
濫
や
浸
水
の
恐
れ
が
な
い
か
十
分
調
べ

て
お
き
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
雨
に
関
す
る
情
報
を
注
意
深
く
聞
く
。

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
服
に
着
替
え
、

非
常
持
出
袋
な
ど
を
用
意
す
る
。

○
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
な
ど
を
用
意
す
る
。

○
浸
水
に
備
え
て
家
財
道
具
を
で
き
る
だ

け
高
い
場
所
に
移
す
。

○
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
病
人
、
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
安
全
な

場
所
（
部
屋
）
に
移
る
。

○
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場
所
と
避
難

経
路
を
確
認
し
あ
う
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

関
す
る
詐
欺
な
ど
に
注
意
を

　

耐
震
工
事
や
修
理
を
持
ち
か
け
た
高
額

請
求
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
大
規
模
な
地

震
の
後
は
地
震
災
害
に
便
乗
し
た
勧
誘
な

ど
が
横
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
耐
震

診
断
や
耐
震
工
事
、
停
電
へ
の
不
安
に
乗

じ
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
訪
問
販
売
な

ど
の
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
押
し
か
け

て
き
て
、
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
業
者
に
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
や
被
害
に
遭
い
そ
う
な
と

き
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警

察
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
24

−

３
２
５
１
）
へ

被
災
地
支
援
本
部
に

届
け
ら
れ
た
義
援
金

　

５
月
20
日
現
在
の
受
付
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

●
義
援
金　

８
７
７
万
７
９
３
９
円

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録　

３
人

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23

−

７
２
８
８
）
へ

住
民
の
声
を
防
災
計
画
に
反
映

沿
岸
地
域
自
主
防
災
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

　

東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
沿

岸
地
域
自
主
防

災
会
長
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
、

今
後
、
市
と
し

て
の
津
波
対
策

を
重
点
に
防
災

計
画
の
見
直
し

に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
更
な
る
充
実
・

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

意
見
交
換
会
は
、
４
月
20
日
か
ら
５
会
場

で
開
催
し
、
今
回
の
避
難
行
動
や
防
災
体
制

に
お
け
る
問
題
点
や
課
題
点
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
ご
要
望
は
、

順
次
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
那
賀
川
地
区
（
４
月
20
日
：
那
賀
川
公
民

館
）】

○
堤
防
の
整
備

○
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置

○
避
難
所
・
避
難
経
路
の
見
直
し

○
橋
梁
の
耐
震
診
断

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備

○
津
波
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し

○
避
難
情
報
等
の
連
絡
体
制
の
構
築

※
次
号
で
は
、
富
岡
地
区
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせは　市民安全局
（☎22—9191）へ

シリーズ
災害に備える

№２
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がんばって生きてください！
市民安全局　
　事務主任　大川康宏

　津波襲来から１カ月、大島小学
校の体育館には未だ避難生活を余
儀なくされている人々が約160人
いた。電気は通じたが水道は止ま
ったまま。延々と続く田んぼの中
には漁船や家、車などが散乱し、
港は地盤沈下で道路は水没していた。目を疑うような光
景が広がっていた。テレビや新聞では伝えきることので
きない大津波の被害。阿南市ではどう対策できるのか？
さまざまな思いが頭を駆け巡った。
　私が宮城県気仙沼市の離島・大島に到着したのは４月
９日の午前９時半ごろ。15時間のバスと20分ほどの小
型船に揺られ到着した場所だ。
　支援に向かったのは、徳島県職員４人と市町職員４人

（うち阿南市職員２人）の計８人。大島における救援物
資の搬入、仕分けが私たちに与えられた任務だった。水、
食料、衛生用品など、毎日次々と運び込まれる救援物資
を各自治会へ平等に配分する。余震や寒さ、ホコリが蔓
延する過酷な環境下での厳しい肉体労働。しかし、この
任務こそ約3,200人が暮らす大島島民の暮らしの支えと
なっていた。
　私は、今回の支援活動を通じて思ったことがある。も
し阿南市で同じような巨大地震と大津波が襲来すればど
うすればいいのか？
　津波、がけ崩れ、地盤沈下、建物倒壊、液状化…。幸
いにも大島で生き残られた人々は、緊急地震速報を素直
に受け入れ、高台へ避難した人たちだけだった。生きて
いれば明日につながる。私が大島を後にするとき、不休
で献身的に被災者を支える地元職員へ託した言葉を思い
出した。「がんばって生きてください！」
　今なお現地の苦労を思うと、涙が止まらない。

まだまだ支援が必要です
環境整備課
　技師　藤井文宏

　関西広域連合宮城チーム
第５陣として、４月15日か
ら24日までの10日間、宮城
県気仙沼市大島へ支援活動
に従事してまいりました。大島小学校にて救援物資の品目、
個数を記録し、大島13自治会別に世帯割、人数割により
平等に配給できるよう、物資を仕分けし翌朝自治会へ搬出
します。大島では、すでに電気は復旧していましたが、水
道は災害対策本部の試験的通水のみでした。私が大島で見
た光景は、地震、津波、火災により港は地盤沈下し、沿岸
道路は跡形も無く流され、電柱や街灯は根元から引き裂か
れた状態でした。海岸では焼け焦げたがれきが散乱し、防
潮堤よりはるか上の山肌にゴミが引っ掛かっており、農地
はガラスやがれきが混入し、家屋も車も初めて目にする変
わり果てた情景でした。島内の被災した方々は、決して十
分ではない食事と、厳しい環境のもと、子どもから高齢者
までもが心にさまざまな悲しい痛みを抱えながら、いたわ
り合い、助け合い、支え合って少しずつ明日を迎える努力
をしています。
　災害は、大切な家族や日常生活のすべてをも一瞬にして
奪い去ってしまうのです。明日にでも発生するかもしれな
い自然災害に備え、各地域が協同して避難訓練など実施し、
各家庭においても指定避難所の再度確認と徒歩による所要
時間確認、日常の食料備蓄習慣など、日頃から準備してお
くことが大切です。
　被災地では、まだまだ子どもから高齢者までさまざまな
支援が必要です。私は、大島で感じたこと、考えたことを
大切に行動していきたいと思います。最後に、勇気ある地
元大島の青年とのバケツリレー、大島の心優しい皆様から
のありがとうの言葉、ともに支援活動に従事されたメンバ
ーとのかけがえのない時間に感謝したいと思います。

震災に学ぶ
被災地支援活動からのメッセージ
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今一度考える
消防署第一消防課
　課長補佐　平田晃士

　３月14日11時28分、総
務省消防庁から「緊急消
防援助隊、徳島県隊出動」
の指示が下り、阿南市消
防本部から救急隊１隊３人が徳島県隊に加わり出動しま
した。約３時間半後の15時、集結場所である徳島県消
防学校（北島町）から被災地に向け出発。徳島県隊57
人が宮城県塩釜地区に到着したのは、出発してから46
時間後の16日13時でした。
　周囲を見渡すにつれ、16年前の１月17日阪神淡路大
震災発生直後のすさまじい光景が回想されました。泥ま
みれで歪んだ道路、全壊半壊の無残な住居、それらにも
たれるように折り重なった車両、津波の高さを示す水位
の痕、うちあげられた船舶などを目の当りにし、巨大な
自然災害の恐怖に絶句しました。
　ただちに活動を開始。19日までの４日間、救急搬送
等の援助活動を行いました。
　援助隊活動からの帰県途中の食事中に隊員が言った

「ご飯と味噌汁は格別ですね」を耳にした時、平常生活
の有り難さと、隊員の受けた惨事ストレスの緩和を考慮
せずにはいられませんでした。　
　21日、消防本部に帰庁するまでの８日間、私はもと
より隊員にとっても貴重な経験になりました。この経験
は「東北地方で起きたこと」だけで終わるのではなく、
私の消防人生に生かさなければなりません。
　今後30年以内に60％の確率で発生が予測される南海
地震。皆さんは、自分の身の安全を守れますか。非常用
持出袋は準備できていますか。避難場所や避難経路は確
認できていますか。地域（自主防災組織）等でのコミュ
ニケーションは図られていますか。明日にも発生するか
もしれない南海地震に備えて、今一度考えてください。

被災地での健康管理について
保健センター
　所長補佐　内田和代

　徳島県被災地支援チーム
の保健師チーム（県職員２
人、市職員１人）は、４月
19日から21日までの３日間、
気仙沼市の松岩公民館で、健康相談や健康チェック、避難
所の衛生対策などの支援活動を行いました。
　松岩公民館に避難されていた方は208人。１歳の幼児や
90歳になる高齢者の方もいました。避難者の多くが、明
るく、我慢強く、前向きな姿勢だったのがとても印象的で
した。しかし、この１カ月余りの避難生活によるストレス
と運動不足から体調を崩し、高血圧になったり、不眠・不
安感から、安定剤・睡眠剤を内服している方や、がれきや
ヘドロがもたらす粉塵で、目の炎症や呼吸器疾患を起こし
ている方もいました。子どもたちもテンションが高い状態
や夜泣きが続いたり、不眠の子も見受けられました。市内
の医療機関で診療を再開できたのは３分の１程度で、主治
医の元に帰れない方が多くいます。現在は、県外の医師に
よる医療救護支援活動が行われています。
　がれきの処理では、古釘などによる傷を受ける危険性が
あり、破傷風を予防するために厚底の靴や厚手の手袋等の
着用を呼びかけました。呼吸器の感染予防では、マスクを
頻繁に交換したり、手洗い・うがいの徹底に注意しました。
食事は、婦人会や中学生ボランティアなどが協力して温か
い料理が提供されていました。食事のバランスや塩分にも
配慮されていましたが、高血圧等の持病を持っている方に
とっての塩分摂取としては多くなりがちです。
　今回の経験を糧に、阿南市が被災した場合を想定した保
健分野での対策について考えて行きたいと思います。今回、
支援活動の機会を与えてくださった皆様に感謝するととも
に、被災地の１日も早い復興を願っています。

ブルーシートに書かれた島民の感謝のメッセージ。
（宮城県気仙沼市立大島中学校）
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ニュースオアシス

　
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
以
西
の
富
岡
地
区
80
・
８
㌶
を
処
理
区
域

と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
公
共
下
水
道
事
業
。
汚
水
処

理
施
設
の
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
４
月
１
日
、

富
岡
地
区
の
一
部
の
地
域
で
下
水
道
の
使
用
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
は
、
雨
水
・
汚
水
の
分
流
式
下
水

道
と
し
て
整
備
し
て
お
り
、
雨
水
は
ポ
ン
プ
場
か
ら
桑
野

川
へ
排
水
、
汚
水
は
下
水
道
管
を
通
し
て
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
処
理
し
ま
す
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
流
入
し
た
汚
水

を
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法
と
呼
ば
れ
る
処
理
法

に
よ
り
浄
化
・
消
毒
。
水
質
汚
濁
防
止
法
の
排
水
基
準
値

以
内
に
処
理
し
た
水
を
打
樋
川
に
放
流
し
ま
す
。

　
今
後
、
未
整
備
区
域
の
面
整
備
（
管
渠
工
事
）
を
進
め

る
と
と
も
に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
使
用
始
ま
る

通水式であいさつする岩浅市長（５月７日）。

ドームスクリーンに映し出されたデジタル映像を見上げる小学生。

「野球をするなら阿南で」と野球のまち阿南のＰＲに協力して
いただいた選手の皆さん。

　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
新
し
く
導
入
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
。
以
前
か
ら
市
民
の
要
望
が
高
く
、
小
学
校
の
天
体
授

業
の
効
率
化
を
目
的
に
約
３
０
０
万
円
を
か
け
て
市
が
購
入
し

ま
し
た
。
５
月
３
日
か
ら
は
特
別
公
開
（
無
料
）
が
始
ま
り
、

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
詰
め
掛
け
て
い
ま
す
。

　
幅
５
㍍
の
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル

映
像
は
、
ま
る
で
宇
宙
空
間
に
飛
び
出
し
た
よ
う
。
最
新
の
光

学
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
臨

場
感
と
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
豊
か
な
映
像
投
映
が
楽
し
め
ま

す
。

　
初
め
て
体
験
し
た
阿
部
萌
香
さ
ん（
見
能
林
小
３
年
）は
、「
星

が
き
れ
か
っ
た
。」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
特
別
公
開
は
９
月
末
ま
で
。
今
後
、
小
学
４
年
・
６
年
生
の

「
科
学
セ
ン
タ
ー
理
科
学
習
」
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

宇宙の神秘と夢を体感
デジタルプラネタリウム導入

女
子
プ
ロ
野
球
阿
南
で
初
開
催

　
国
内
の
女
子
硬
式
野
球
の
最
高
峰
、
日
本
女
子
プ
ロ
野
球

２
０
１
１
リ
ー
グ
戦
（
シ
ン
デ
レ
ラ
シ
リ
ー
ズ
開
幕
戦
）
が
、

４
月
29
日
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
、
京

都
ア
ス
ト
ド
リ
ー
ム
ス
と
兵
庫
ス
イ
ン
グ
ス
マ
イ
リ
ー
ズ
の

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
の
球
場
に
集
ま
っ
た
フ
ァ
ン
は
１
９
１
３
人
。
女
性

と
は
思
え
な
い
長
打
力
と
堅
実
な
守
備
に
、
観
客
席
か
ら
大

き
な
歓
声
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
京
都
ア
ス
ト
ド

リ
ー
ム
ス
が
２
対
０
で
勝
利
。
四
国
唯
一
の
女
子
プ
ロ
野
球

選
手
の
川
崎
ひ
か
る
さ
ん（
＝
香
川
県
丸
亀
市
出
身
）は
、「
四

国
代
表
と
し
て
女
子
プ
ロ
野
球
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

素
晴
ら
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
試
合
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
来
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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News Oasis

１	竹、木質バイオマスを利活用
　世界で環境指向の高ま
りとともに、再生資源で
あるバイオマス利活用の
研究が進むなか、地域に
豊富な竹や木質材を使い、
化学商品に活用し、産業の振興と環境保全を行う。
　また、阿南高専発のベンチャー企業として、産学
官の研究シーズを地域の活性化に活かすことを目的
に起業。バイオマス分野の事業化研究において、斬
新なアイデアを盛り込んだ競争力のある研究成果を
生み出し、事業に確実に結びつけようとしています。

■事業化研究の概要
　未利用の竹及び木質材を素材として、高付加価値
の化学商品の利活用研究成果を事業化。

素材を調達
↓　竹の伐採・搬出、間伐材
１次加工
↓　表皮粉、竹粉、竹繊維
２次加工
↓　抗菌剤、オリゴ糖など
販　売
用途商品の原料として

■シニアスペシャリストによる技術相談
　豊富な知識や技術、経験を持つ人材によるさまざ
まな技術相談を実施。

■放置竹林の解消で、雇用と産業を創出
　放置竹林の再生をめざして、環境問題の解決をは
かり、雇用や企業の創業につなげる事業を展開。市
民への相談窓口も設けています。

２	超軽量ＬＥＤディスプレイの開発
　ＬＥＤ関連の新商品の開発や
徳島大学、阿南高専との共同開
発などを進めるため、平成21
年10月に阿南市日開野町に徳
島事務所を開設。ＬＥＤ関連商
品の開発が盛んな徳島で、独自の商品づくりをめざして
います。また、平成22年5 月に阿南市インキュベーシ
ョンセンターに入所。現在は、軽量型ＬＥＤディスプレ
イの開発及び製品化に向けた研究が行われています。

■研究内容
　空中浮遊型ＬＥＤディスプレイ（縦 1.92 ｍ、横 2.56
ｍ、RGB フルカラー）は、軽量化と柔軟性を両立した
点が特徴。開発中ながら従来製品の 1/6 以下まで軽量
化を実現。ディスプレイは、じゅうたんのように丸める
ことができ、持ち運びにも便利で、屋内イベント会場で
気球につるして空中浮遊させたりと用途も多彩です。

LEDモジュール
　126 インチディスプレイには
５ ㍉ ほ ど の LED モ ジ ュ ー ル
76,800 個が配列されます。

駆動回路の実証実験
　３×３画素（LED）の実験回路
で、LED 駆動回路の動作検証な
どを確認。

基板開発
　LED モジュールをフレキブル
ケーブルで連結することで、LED
アレイ基板を構成。軽量化を実現
できるとしています。

　阿南市インキュベーションセンターは、ベンチャー企
業の創業などを目的に新技術や研究成果を発信する拠点
施設として、平成21年度に本市が阿南工業高等専門学
校の敷地内に整備。官学連携施設として、高度で専門的
な知識と研究・開発に不可欠な資機材の提供が受けられ
ることが最大の特徴で、利用者からはその利便性につい
て高い評価をいただいております。
　現在は、高槻電器工業㈱、㈱バンブーケミカル研究所、
㈱カボテック、エヌ・アンド・イー㈱の４社が入所し、
さまざまな分野で研究・開発が進められています。
　開所から１年。産学官が連携し、未来の創造に挑戦す
るインキュベーションセンターの今を取材しました。

１．阿南市の特産である竹を使った工業製品化の研究を
進める㈱バンブーケミカル研究所
２．ＬＥＤ関連製品の開発を行う高槻電器工業㈱

開所１年
阿南市インキュベーション
センターの今

平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕広報17



市
民
文
芸

　
　
　

清
原　

眞
治

被
災
地
の
天
空
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
山　

和
女

振
袖
の
ご
と
く
に
枝
垂
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

幸
子

熊
蜂
と
後
先
に
な
る
山
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ゆ
り
子

学
校
は
水
軍
城
趾
青
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

典
子

燕
の
巣
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
造
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
原　

秀
美

流
さ
れ
つ
凍
海
泳
ぐ
妊
婦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

極
童

亡
国
か
福
島
原
発
か
げ
ろ
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子

都
踊
り
舞
妓
の
点
て
る
薄
点
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
瀬　

千
津

猪
鍋
の
猪
は
主
の
撃
ち
た
る
と阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

持
木　

寿
栄

鼻
ぺ
チ
ャ
が
転
ん
で
自
慢
す
る
お
で
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

昔
よ
り
今
の
時
代
は
急
ぎ
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

ま
た
今
度
飲
み
に
行
こ
う
な
口
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

身
に
覚
え
あ
る
か
ら
出
来
る
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

恋
ご
こ
ろ
秘
め
て
る
胸
が
火
と
燃
え
る

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

清
崎　

信
枝

蝉
の
声
い
の
ち
を
か
け
て
誰
を
呼
ぶ
短
か
き
夏
を
鳴

き
つ
く
し
お
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

芙
美

ア
プ
チ
ロ
ン
猛
暑
の
空
に
枝
を
広
げ
小
さ
き
風
鈴
朱あ
け

に
染
め
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

節
子

熱
き
コ
ー
ヒ
ー
飲
み
つ
つ
ひ
ら
く
朝
刊
に
所
在
不
明

の
老
人
あ
ま
た　

　
　
　
　
　
　
　
　

新
居　

久
子

嫁
の
姿
の
見
え
な
い
時
「
か
あ
さ
ん
は
」
と
問
う
て

い
つ
し
か
吾
老
年
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

利
子

夕
暮
れ
の
日
照
り
続
き
の
農
の
道
サ
ッ
ク
サ
ク
サ
ク

土
煙
り
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
西　

成
彬

除
草
剤
撒
き
し
草
生
に
鈴
虫
の
澄
み
し
鈴
の
音
身
に

染
む
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

ゆ
き
子

白
き
花
咲
き
た
る
よ
う
に
群
が
り
て
夕
闇
の
中
白
鷺

憩
う

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

 

皆
谷　

露
女

集
団
で
車
椅
子
来
る
花
の
下

　
「
助
け
た
か
っ
た
申
し
訳
な
い
。」
と

自
分
を
責
め
る
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
職

員
。「
い
つ
ま
で
こ
う
い
う
日
が
続
く

の
か
と
考
え
も
し
た
が
、
ま
ず
は
今
日

生
き
る
し
か
な
い
の
か
と
考
え
直
し
て

…
」。「
先
を

見
た
っ
て
何

も
見
え
な
い
。

ま
ず
は
今

日
」。
胸
の

詰
ま
る
思
い

で
記
事
を
読

み
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
々
の
命
や
財
産
な
ど
を
ひ

と
の
み
に
し
た
津
波
。
何
も
手
に
つ
か

ず
、
た
だ
た
だ
テ
レ
ビ
に
釘
づ
け
ら
れ
、

今
何
が
で
き
る
の
か
自
問
自
答
の
一
週

間
。

　

私
に
は
家
族
が
、
友
達
が
、
私
を
必

要
と
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
今
を
一
生

懸
命
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
者
と
遠
く

離
れ
て
い
て
も
心
は
一
つ
。
頑
張
ろ
う
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

私
が
今
で
き
る
こ
と
は
、
被
災
地
へ
の
義

援
金
や
物
資
を
送
る
際
に
協
力
す
る
こ
と

く
ら
い
。
そ
れ
故
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
節
電
に
努
め
、
物
資
の
買
占
め
な
ど
を

し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
数
年
前
に
ケ
ニ
ア
の
副

環
境
大
臣
が
来
日
さ
れ
た
折
、日
本
の「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言

葉
に
感
動
さ
れ
、
４
Ｒ
運

動
と
し
て
世
界
に
広
め
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
地
球
に
優
し
い
行
動

へ
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
お
買
い
物
は

マ
イ
バ
ッ
グ
で
と
呼
び
掛

け
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す
。
レ
ジ
袋
を
断

る
こ
と
か
ら
始
め
、
古
新
聞
を
利
用
し
エ

コ
バ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦
し
て
、
世
界
に
私

だ
け
の
バ
ッ
グ
、
す
て
き
な
バ
ッ
グ
を
提

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
は
、
富
岡
町
の
神
田
啓
子
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
今 

何
が
で
き
る 441

横 見 町
吉田　當代さん
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阿南市立図書館だより
６ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方苑美化作業）

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
6月 2日 ㈭ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 14日 ㈫ 加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 15日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

3日 ㈮ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 16日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

7日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 17日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00 21日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

10日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
山 口 分 館 前 14：50〜15：20 22日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

14日 ㈫ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 阿南図書館　☎23－2020

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

Let’s enjoy阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　午前10時30分〜11時

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　６月11日㈯　午前８時30分〜10時
○「平成24年度使用教科書展示会」
　６月17日㈮〜29日㈬

　図書館のホームページから、所蔵する本を予約することができます。
パソコンがなくても、携帯電話から手軽にご利用いただけます。
　下記の携帯電話用ホームページのアドレスにア

クセスするか、右のＱＲコードをバーコード読込

機能付き携帯電話で読み込んでください。

携帯電話用アドレス　http://anan-lib.jp/i/index.html

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

としょかんライフ
これは便利！	携帯電話を使って本を予約しよう！

くわしくは図書館までお問い合わせください。

①　「図書検索」から本を 検索 　
②　予約したい本を選択し 予約する 　

③　利用者ＩＤ（利用者カードの番号）とパスワードを入力する。
※初めてパスワードをつくる時は最寄りの図書館カウンター

へお申出ください。
④　連絡方法と受取希望館を選択する。

※連絡方法は電話またはＥメールを選ぶことができます。
Ｅメールは「利用者メニュー」よりメールアドレスの事前の
登録が必要です。

⑤　 登録  で完了！
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ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
加
え
た

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
。
こ
れ
が
結
構
い
け
ま
す
ね
ん
。

時
折
、
柔
ら
か
な
関
西
弁
を
交
え
な
が
ら
料
理

の
腕
前
を
語
る
横
井
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
に
本

社
を
神
戸
市
か
ら
阿
南
市
に
移
転
し
た
阿
南
化

成
㈱
の
副
社
長
。
レ
ア
・
ア
ー
ス
製
品
の
製
造
・

販
売
を
中
心
に
事
業
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
の
経
営
者
の
１
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

三
田
市
に
い
る
家
族
と
離
れ
阿
南
に
滞
在
す
る

間
は
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で
こ

な
す
。「
こ
う
見
え
て
も
９
割
は
自
炊
」
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
料
理
に
は
自
信
が
あ
り
そ
う

だ
。
お
酒
も
い
け
る
。
１
年
前
に
同
僚
が
紹
介

し
て
く
れ
た
と
い
う
居
酒
屋
に
は
、
今
も
欠
か

さ
ず
顔
を
出
す
。「
阿
南
は
つ
れ
な
い
と
い
う

感
じ
が
し
な
い
ま
ち
」
と
、
地
元
の
人
も
足
し

げ
に
通
う
こ
の
店
で
、
働
く
お
や
じ
た
ち
の
会

話
を
弾
ま
せ
て
い
る
。

－

駆
け
出
し
の
こ
ろ

−

　

横
井
さ
ん
が
初
め
て
阿
南
を
訪
れ
た
の
は
28

年
前
。
仕
事
の
商
談
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
神

戸
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
54
年
４
月
に

地
元
中
堅
企
業
の
三
徳
㈱
（
本
社
：
神
戸
市
）

に
入
社
。
当
時
は
ま
だ
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
で
社
会
に
閉
塞
感
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
が
、

古
き
良
き
時
代
に
あ
っ
て
仕
事
を
学
ぶ
環
境
に

恵
ま
れ
た
横
井
さ
ん
は
、
中
堅
企
業
で
の
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
開
発
・
製
造
、
開
発
営
業

と
責
務
を
果
た
し
て
い
く
。「
苦
労
も
多
か
っ

た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
。
と
り
わ
け
入
社
１
年

目
が
一
番
充
実
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
先
輩

か
ら
毎
晩
の
よ
う
に
誘
わ
れ
た
酒
の
席
。
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
っ
て
、
よ
く
夢
を
語
り
合
っ

た
も
の
だ
。」
と
駆
け
出
し
の
こ
ろ
を
振
り
返

っ
た
。
横
井
さ
ん
は
、「
働
く
」
と
い
う
こ
と

を
こ
う
考
え
て
い
る
。「
何
か
役
に
立
ち
た
い

と
考
え
る
人
間
が
持
つ
本
質
。
そ
し
て
、
自
分

が
何
か
に
役
に
立
て
て
い
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、
ま
た
働
く
意
欲
を
か
き
立
て

て
く
れ
る
」。
常
に
目
標
を
持
ち
志
は
高
く
、

そ
し
て
海
外
赴
任
や
会
社
設
立
な
ど
豊
富
な
経

験
を
積
ん
で
き
た
横
井
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
何

事
に
も
前
向
き
で
自
己
実
現
に
努
力
を
惜
し
ま

な
い
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

−

仕
事
と
家
庭

−

　

横
井
さ
ん
に
は
３
人
の
お
子
さ
ん
が
い
る
。

あ
る
日
、
物
心
つ
い
た
息
子
が
こ
う
言
っ
た
。

「
父
さ
ん
、
次
は
い
つ
来
る
の
」。
横
井
家
の
父

は
、
い
つ
し
か
「
帰
っ
て
く
る
人
」
で
は
な
く

「
訪
れ
る
人
」
に
な
っ
て
い
た
。
会
社
と
は
対

照
的
な
評
価
に
苦
笑
す
る
。
そ
ん
な
息
子
の
無

邪
気
な
言
葉
に
、
ふ
と
自
分
の
幼
い
こ
ろ
を
思

い
出
す
。
横
井
さ
ん
は
、
中
学
時
代
に
父
と
祖

父
母
を
亡
く
し
て
い
る
。
父
の
背
中
を
追
い
掛

け
た
記
憶
が
そ
れ
か
ら
止
ま
っ
て
い
る
。「
私

に
は
、
父
親
と
し
て
の
接
し
方
一
つ
一
つ
が
勉

強
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
正
直
、
妻
に
は

苦
労
さ
せ
て
い
る
と
思
う
」。
仕
事
と
家
庭
の

両
輪
を
回
し
て
い
た
つ
も
り
で
も
仕
事
に
偏
り

が
ち
な
生
活
が
続
い
た
。
希
薄
に
な
り
が
ち
な

家
族
と
の
絆
の
修
復
に
、
少
し
で
も
と
始
め
た

「
あ
り
が
と
う
」
の
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。

今
で
は
会
社
で
も
日
常
的
と
な
り
、
社
員
と
の

心
の
潤
滑
油
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

−

社
会
人
と
し
て

−

　

２
人
の
話
題
が
「
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
」

に
な
っ
た
と
き
、
横
井
さ
ん
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
３
枚
の
紙
を
差
し
出
し
、
私

に
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
紙
に
は
、
40
代
か
ら

書
き
留
め
て
い
る
と
い
う
「
心
に
響
い
た
言

葉
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。「（
前
略
）
昵じ
っ

狎こ
う

が

深
ま
る
と
、
互
い
の
言
葉
が
軽
く
な
る
。
た

が
い
に
尊
敬
す
る
と
は
、
ほ
ど
よ
い
距
離
感

を
と
り
あ
う
こ
と
で
あ
る
。（
宮
城
谷
昌
光

・
楽が
っ

毅き

よ
り
）」
は
、
50
代
半
ば
の
今
、
も

っ
と
も
共
感
で
き
る
言
葉
だ
と
い
う
。
意
欲

旺
盛
だ
っ
た
40
代
で
は
、
冷
静
に
物
事
を
見

つ
め
よ
う
と
自
分
を
戒
め
る
言
葉
が
、
50
代

で
は
、
心
構
え
や
人
間
関
係
を
悟
っ
た
言
葉

が
並
ぶ
。
高
校
時
代
に
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、

西
洋
、
中
近
東
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
史
と

愛
読
す
る
書
は
多
い
。
歴
史
上
の
人
物
の
生

き
ざ
ま
や
名
言
を
人
生
の
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、

自
分
を
磨
き
上
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
横
井
さ

ん
に
は
「
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
う
言

葉
が
お
似
合
い
だ
。

　

最
後
に
、
横
井
さ
ん
の
こ
ん
な
例
え
話
を

紹
介
し
た
い
。「
竹
は
節
目
が
あ
る
か
ら
ま

っ
す
ぐ
伸
び
て
い
く
が
、
節
目
が
な
け
れ
ば

倒
れ
て
し
ま
う
。社
会
人
に
な
る
ま
で
は
小
・

中
・
高
・
大
学
と
い
う
社
会
的
・
制
度
的
節

目
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
人
に
は
そ

れ
が
な
い
。
自
分
で
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
も
大
切
な
の
が
信

頼
だ
。
信
じ
る
こ
と
、
信
じ
ら
れ
る
こ
と
で

社
会
は
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
う
願
い
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、「
信
」
じ
ら
れ
る
「
者
」
は
「
儲
」

け
る
、
と
書
く
か
ら
ね
」。

　

副
社
長
に
し
て
決
し
て
高
ぶ
ら
な
い
普
段

着
な
人
柄
に
、
ど
こ
か
心
地
よ
さ
さ
え
感
じ

ら
れ
る
、
私
の
前
に
は
そ
ん
な
空
間
が
広
が

っ
て
い
た
。

1956年11月24日、兵庫県西宮市で長男として生
まれる。幼少を宍粟市で過ごし、名門龍野高校を卒
業後、神戸大学工学部に進学。1979年に三徳㈱に
入社し、レア・アース製品の開発・製造に携わる。
1988年に三徳㈱の出資で創設した阿南化成㈱が外
資系企業の傘下となり、2009年に阿南化成㈱に転
籍。現在、同社の副社長を務める。

横井　英雄さん
 （54 歳・兵庫県三田市出身）

そ
れ
ゆ
け
！
ま
ち
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

平成23年（2011年）6月1日〔第635号〕 広報 20



お
知
ら
せ

国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験

受
験
資
格　
昭
和
46
年
４
月
２
日
〜

昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

（
学
歴
・
職
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

採
用
予
定
数　
全
区
分
合
計
で
40
人

程
度

採
用
予
定
日　
採
用
は
お
お
む
ね
平

成
24
年
４
月
１
日
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
21
日
㈫
〜
28
日
㈫

試
験
区
分　
▼
行
政
事
務
▼
機
械
・

土
木
・
林
業
▼
皇
宮
護
衛
官
、
刑
務

官
、
入
国
警
備
官

１
次
選
考　
９
月
４
日
㈰

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
院
人
材
局
試

験
課
（
☎
03

−

３
５
８
１

−

５
３
２

６
）
へ

お
知
ら
せ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　

平
成
23
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、

平
成
23
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申

告
・
納
付
手
続
き
を
、「
労
働
保
険

確
定
・
概
算
保
険
料
申
告
書
」
に
よ

り
７
月
11
日
㈪
ま
で
に
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
労
働
局　

労

働
保
険
徴
収
室
（
☎
０
８
８

−

６
５

２

−

９
１
４
３
）
へ

お
知
ら
せ

保
護
命
令
手
続
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
Ｄ

Ｖ
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
ま

も
な
く
満
10
年
の
節
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
暴
力
に
関
す
る
保
護
命
令

制
度
を
利
用
し
、
平
成
22
年
12
月
ま

で
に
裁
判
所
に
申
し
立
て
ら
れ
た
保

護
命
令
事
件
の
件
数
は
約
２
万
３
１

０
０
件
で
あ
り
、
発
令
さ
れ
た
事
件

は
約
１
万
８
３
０
０
件
で
す
。

　

保
護
命
令
手
続
は
、
申
立
て
が
比

較
的
容
易
で
、
発
令
ま
で
の
期
間
が

短
い
利
用
し
や
す
い
手
続
で
あ
り
、

違
反
に
は
刑
事
罰
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
保
護
命
令
手
続
全
般
に
つ
い

て
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.courts.go.jp/

）

か
ら
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
（
☎
０
８
８

−

６
０

３

−

０
１
１
１
）
へ

催
し阿南

市
出
身

舞ぶ

踏と
う

家か

「
三
上
賀
代
さ
ん
」

初
公
演

　

富
岡
町
の
出
身
で
舞
踏
家
の
三
上

賀
代
さ
ん
（
旧
姓
・
楠
原
）
は
、
国

内
外
で
評
価
が
高
く
、
寺
山
修
二
、

三
島
由
紀
夫
な
ど
に
も
強
い
影
響
を

与
え
た
「
暗
黒
舞
踏
」
の
第
一
人
者

で
す
。
こ
の
た
び
、
故
郷
徳
島
で
初

め
て
の
本
格
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

舞
踏
公
演
「
献
花
」

日
時　
６
月
11
日
㈯　

午
後
２
時
〜

場
所　
徳
島
県
立
21
世
紀
館　

イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
２
５
０
０
円
（
当
日

３
０
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト　
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
平
惣

書
店
な
ど

主
催　
詩
誌
「
逆
光
」

問
い
合
わ
せ
は　
藤
原
（
☎
０
９
０

−

５
１
４
３

−

８
１
６
１
）
へ

募
集職

業
訓
練
生
の
募
集

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科　
①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
②
電
気
設
備
科
③
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
④
Ｃ
Ａ
Ｄ
製

図
科

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
①
〜
③
：
６
月
６
日
㈪

ま
で
、
④
：
７
月
４
日
㈪
ま
で

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行
政
法
人
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
徳
島
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０
２
）

へ募
集

10
月
入
校
の
障
害
者
訓
練
生
募
集

募
集
対
象
者　
身
体
障
害
者

募
集
科
目
及
び
募
集
定
員　
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
ク
事
務
科
（
後
期
生
）
15
人

受
付
期
間　
６
月
20
日
㈪
〜
７
月
19

日
㈫

選
考
日　
８
月
２
日
㈫

※
授
業
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

教
科
書
代
等
は
自
己
負
担
。

※
通
校
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

校
内
に
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
国
立
県
営
兵
庫
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
兵
庫
県
伊

丹
市
・
☎
０
７
２

−

７
８
２

−

３
２

１
０
）
へ

募
集あな

ん
を
美
し
く

ゴ
ミ
ゼ
ロ
夏
祭
り
大
作
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

阿
南
の
夏
祭
り
で
ご
み
の
分
別
回

収
の
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
地
球
に
優
し

く
、
地
域
を
美
し
く
す
る
取
り
組
み

に
、
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　
７
月
24
日
㈰
〜
26
日
㈫

午
後
６
時
〜
10
時（
約
２
時
間
程
度
）

活
動
場
所　

富
岡
商
店
街
（
３
カ

所
）
に
設
け
ら
れ
た
「
ご
み
分
別
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」

活
動
内
容　
祭
り
の
参
加
者
に
ご
み

の
分
別
回
収
を
呼
び
か
け
、
分
別
回

収
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
。

申
込
締
切
日　
７
月
11
日
㈪

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
後

日
く
わ
し
い
内
容
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
商

工
会
議
所
女
性
会
（
☎
22

−

２
３
０

１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

−

５
７
１
７
）
へ

市民の

情報ひろば

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
掲
載
に
つ
い
て

掲
載
希
望
月
の
前
々
月
の
末
日
ま
で

に
秘
書
広
報
課
へ
原
稿
の
提
出
を
。
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光のまちステーションプラザ	
６月の催し

　■展示コーナー　午前10時〜午後８時

プチフラワー展　４日㈯まで
楽しい竹細工展　７日㈫〜19日㈰
アロマクラフト展　21日㈫〜７月２日㈯

※初日と最終日の開催時間は異なりますので、
くわしくはお問い合わせください。

　■体験コーナー　

プチフラワー体験　４日㈯　午後１時〜４時
【参 加 費】無料　【定員】なし　
【申込締切】なし
竹細工体験会　12日㈰　午後１時〜３時

【参 加 費】無料　【定員】15人　
【申込締切】６月10日㈮
はじめてのプリザーブドフラワー　

19日㈰　午後１時30分〜４時
【参 加 費】1,500円　【定員】10人　
【申込締切】６月17日㈮
アロマクラフト体験会　

26日㈰　午前10時〜、午後１時〜、午後３時〜
【参 加 費】500〜1,500円　【定員】なし
【申込締切】なし　【持ってくるもの】タオル

「竹人形、星形あんどん、LED	グラス作り」カ
ルチャー講座を常時開催中！

　申込み・問い合わせは　
　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

日
時 

６
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
：
10
時
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上

澄
さ
ん

対
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
無

い
方

※
体
操
の
前
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
ま
す
。（
必
ず
血
圧
測
定
を
し

て
か
ら
、
体
操
に
お
入
り
く
だ
さ

い
。）

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

『
い
き
い
き
健け

ん
口こ

う
フ
ェ
ア
』

日
時　
６
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　

▼
幼
児
か
ら
対
象

歯
の
検
診
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
、無
料
フ
ッ
素
洗
口
・
塗
布
（
希

望
者
の
み
）、
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
展
示
、
優
秀
作
品
の
表
彰

▼
成
人
対
象

口
腔
が
ん
検
診　

定
員
20
人
（
徳
島

大
学
歯
学
部
口
腔
外
科
専
門
医
に
よ

る
検
診
）、簡
易
歯
周
病
検
査（
口
臭
・

唾
液
等
）

記
念
品
：
歯
ブ
ラ
シ
（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。）

主
催　
徳
島
県
歯
科
医
師
会
阿
南
市

那
賀
郡
支
部

協
力　
徳
島
大
学
歯
学
部
、
徳
島
県

歯
科
衛
生
士
会
、
四
国
歯
科
衛
生
士

学
院
専
門
学
校

が
ん
等
検
診
の
お
知
ら
せ

　

７
月
か
ら
、
胃
が
ん
等
の
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。
６
月
下
旬
に
対
象
の

方
に
、「
が
ん
検
診
等
受
診
券
」
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
等
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、

広
報
あ
な
ん
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

健康いきいき

情報

選　　考
１次（書類審査）７月１日㈮
２次（面接審査）７月中旬
※２次選考の日程は、１次選考終了後

にご連絡します。
業務内容

・イベント等での物産・観光ＰＲ
・マスコミ等への表敬訪問
・市のＰＲに有効な行事への参加

募集期間　６月１日㈬〜24日㈮　
募集人員　１人
任　　期　２年
応募資格　次のすべての要件を満たす方

・県内在住で、満18歳以上の方（平成23年４月１日現在）
・平日、休日を問わず行事に参加できること
・ほかのコンテスト等に入賞していないこと
・芸能プロダクション等に専属契約をしていないこと

応募方法　
応募用紙（阿南市ホームページからダウンロード）１通と
正面上半身のカラー写真１枚を、次のところへ提出してく
ださい。当日消印有効です。なお、応募書類は返却いたし
ません。
〒774-8501　阿南市富岡町トノ町12番地 3
市商工観光労政課内　阿南市観光協会

賞 金 等
　光の天使に選ばれた方には、賞状と賞金10万円を贈呈。
問い合わせは　阿南市観光協会

（商工観光労政課内☎22−3290）へ

光のまち〝あなん〟をＰＲ
第８期		あなん「光の天使」募集

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ
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不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

阿
南
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
お

ら
れ
る
ご
夫
婦
に
対
し
て
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
治
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
。

▼
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る

こ
と
。

▼
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

で
あ
る
こ
と
。

▼
徳
島
県
の
不
妊
治
療
費
の
助
成
対

象
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

対
象
と
な
る
治
療

体
外
受
精
、
顕
微
授
精

助
成
額
及
び
助
成
期
間　
１
年
度
当

た
り
治
療
費
の
範
囲
内
で
10
万
円
を

限
度
に
通
算
５
年
間
。

申
請
方
法　
治
療
が
終
了
し
た
年
度

内
に
必
要
な
書
類
を
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

こ
と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
憩
い
の

場
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

１
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

７
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

８
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

10
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

13
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

14
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

27
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

28
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時
間　
中
野
島
・
新
野
・
那
賀
川
・

桑
野
・
福
井
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
や
阿
波
踊

り
体
操
の
ほ
か
、
手
先
を
使
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
み
ん
な

で
楽
し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

食中毒に注意しましょう（主な原因菌・ウイルス）
原因菌・ウイルス 特　　　　　　　徴 主な感染源 潜伏期間 予防のポイント

サルモネラ菌
ほとんどの動物がもっている菌で、卵や肉
などを汚染する。最近は鶏の卵からの感染
が多いので、ひび割れた卵は避けること。

鶏卵、鶏肉、豚肉など 平均12時間
食品は十分に加熱す
る。調理器具・手指
をよく洗う。

腸炎ビブリオ
海の中にすむ菌で、水温の上がる夏に大量
に増える。真水や酸、熱に弱い。夏場の魚
はよく洗うこと。

魚介類 10〜24時間
真水でよく洗う。
十分に加熱する。

病原大腸菌

人や動物の腸にいる大腸菌の中で病原性を
持つものを病原大腸菌という。飲料水が汚
染されると大規模な食中毒に。

水、食品 １〜12日

よく手を洗う。調理
の際は十分に加熱す
る。海外での生もの
や生水に注意。

腸管出血性大腸菌
Ｏ−１５７など

病原大腸菌の一種。赤痢菌並みの強い感染
力と毒素を持つ。わずかな量で感染し、毒
素の強い「ベロ毒素」を作る。

牛肉、水、食品、手を
介して

３〜５日
十分に加熱する。
よく手を洗う。

カンピロバクター
鶏、牛、豚、などの腸管にすむ菌で、肉類
を通じて感染することが多い。熱や乾燥に
弱いが、比較的、少量の菌でも発症する。

食肉（特に鶏肉）
２〜７日、
平均で
２〜３日

十分に加熱する。

実施日 採血場所 所在地 採血時間

3日㈮

南部総合県民局
保健福祉環境部阿南庁舎 領 家 町 10：00〜12：30

藤井病院 見能林町 13：30〜14：30

中国四国農政局那賀川農地防災事業所 日開野町 15：10〜16：30

13日㈪

阿南警察署 富 岡 町   9：30〜11：10

藤崎電機㈱ 辰 巳 町 12：40〜14：00

国土交通省四国地方整備局
那賀川河川事務所 領 家 町 14：40〜16：10

実施日 採血場所 所在地 採血時間

16日㈭ フジグラン阿南 領 家 町
10：00〜12：30

14：00〜16：30

18日㈯
阿南アピカ 西路見町 10：15〜12：30

才見町公民館（才見町青壮年同志会）才 見 町 14：00〜16：30

20日㈪
加茂谷運送㈱ 楠 根 町 10：00〜11：10

バイオ科学㈱ 那賀川町 13：00〜14：00

23日㈭
阿南農業協同組合（アグリあなん） 桑 野 町 9：40〜11：10

原田病院 富 岡 町 13：00〜14：00

６月　献 血 実 施 一 覧 ※ 400ml 献血のみの実施です。一般の方もご協力ください。
問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ
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阿
波
踊
り
体
操

　

阿
波
踊
り
を
ベ
ー
ス
に
作
ら
れ
て

い
る
阿
波
踊
り
体
操
。
楽
し
く
踊
っ

て
、
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に
な

る
方
、
肩
こ
り
や
腰
痛
、
足
腰
の
衰

え
が
気
に
な
る
方
に
お
す
す
め
で
す
。

【
６
月
の
教
室
】

日
時　
６
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
徳
島
大
学　

大
学
開
放
実
践

セ
ン
タ
ー
教
授　

田
中
俊
夫
さ
ん

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

【
解
説
付
き
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
無
料
貸
し
出
し
】

　

新
し
く
肩
こ
り
腰
痛
解
消
編
な
ど

の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。

貸
出
場
所　
各
住
民
セ
ン
タ
ー
・
各

支
所
・
羽
ノ
浦
公
民
館
・
保
健
セ
ン

タ
ー

貸
出
期
間　
原
則
１
週
間

【
あ
な
た
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
、

く
わ
し
く
教
え
に
行
き
ま
す
】

　

希
望
す
る
場
所
ま
で
指
導
員
を
無

料
で
派
遣
し
ま
す
。
指
導
は
、
阿
波

踊
り
体
操
指
導
員
（
あ
な
ん
阿
波
踊

り
体
操
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
）
が
あ

た
り
ま
す
。

派
遣
依
頼
の
方
法　

所
定
の
用
紙

（
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

【
６
月
の
休
館
日
は
】

☎21-3030

6
・
13
・
20
・
27
日

船
瀬
温
泉

マ
ム
シ
に
注
意
!!

　

マ
ム
シ
の
活
動
す
る
季
節
で
す
。

野
や
山
に
出
か
け
る
時
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

 

か
ま
れ
た
場
合
は
、
一
刻
も
早

く
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

マムシ血清配置場所

配　置　先 所在地 電　　話

馬原医院 新 野 町 36−3339

原田病院 富 岡 町 22−0990

加茂谷診療所 加 茂 町 25−0200

阿南医師会中央病院 宝 田 町 22−1313

阿南共栄病院 羽ノ浦町 44−3131

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
子
育
て
に
関
す
る

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時7
日
㈫　

身
体
計
測
（
午
前
10
時
〜

11
時
）
※
母
子
手
帳
持
参

10
日
㈮　

お
は
な
し
を
聞
こ
う

17
日
㈮　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て

遊
ぼ
う

24
日
㈮　

お
誕
生
会

28
日
㈫　

お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
3
日
㈮
・
14

日
㈫
・
21
日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

７
日
㈫　

歯
を
大
切
に
し
よ
う

14
日
㈫　

簡
単
な
パ
ン
作
り
（
講

師
：
田
浦
由
理
さ
ん
）

21
日
㈫　

乳
幼
児
の
救
急
法
（
日
本

赤
十
字
徳
島
県
支
部
）

28
日
㈫　

お
誕
生
会
・
お
は
な
し
を

聞
こ
う

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

7
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

14
日
㈫　

お
は
な
し
だ
い
す
き

21
日
㈫　

虫
歯
の
お
は
な
し

28
日
㈫　

お
誕
生
会

子育てひろば

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時７
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

14
日
㈫　

子
育
て
支
援
講
座
（
講

師
：
美
馬
育
子
さ
ん
）

21
日
㈫　

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い

28
日
㈫　

お
誕
生
会

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時１
日
㈬　

シ
ャ
ボ
ン
玉
と
ば
そ
（
雨

天
時
２
日
㈭
に
順
延
）

３
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

６
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

10
日
㈮　

歯
み
が
き
指
導

13
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

17
日
㈮　

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

20
日
㈪　

発
育
計
測

22
日
㈬　

親
子
で
お
や
つ
作
り

24
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

27
日
㈪　

臨
時
休
園

29
日
㈬　

笹
か
ざ
り
作
り

30
日
㈭　

お
誕
生
会

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

8
日
㈬　

桑
野
公
民
館

10
日
㈮　

新
野
公
民
館

15
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈬　

福
井
公
民
館

24
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
１
日
㈬
・
３
日
㈮
・
７

日
㈫
・
14
日
㈫
・
17
日
㈮
・
21
日
㈫
・

28
日
㈫
・
29
日
㈬
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
6
月
9
日
㈭
・
28
日
㈫　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

対
象
者　
生
後
3
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

ウ
ェ
ル
カ
ム
阿
南（
転
勤
族
の
会
）

　

阿
南
に
引
っ
越
し
て
来
て
「
病
院

や
公
園
、
保
育
所
な
ど
の
子
育
て
に

関
す
る
情
報
が
わ
か
ら
な
い
…
」「
近

く
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
…
」

そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
み

ん
な
で
お
話
し
て
、
子
育
て
を
も
っ

と
楽
し
め
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

今
月
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

※
７
月
以
降
も
毎
月
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
15
日
㈬　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

対
象　
阿
南
市
に
転
入
さ
れ
た
子
育

て
中
の
方
と
そ
の
子
ど
も
、
ま
た
は

妊
娠
中
の
方
。

内
容　
交
流
会

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

阿
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

七
夕
ま
つ
り
交
流
会

＆
講
演
会

場
所　
社
会
福
祉
会
館
５
階
（
阿
南

駅
隣
）　

七
夕
ま
つ
り
交
流
会

日
時　
６
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

内
容　
▼
星
に
ね
が
い
を
（
笹
か
ざ

り
作
り
）
▼
ゲ
ー
ム
遊
び
（
魚
釣
り

大
会
で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
）
▼

さ
よ
う
な
ら
ま
た
来
年
（
ス
テ
キ
な

お
み
や
げ
）

定
員　
１
０
０
人

※
参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

子
育
て
講
演
会
＆

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操

日
時　
７
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
と
か
か
り
や

す
い
病
気
へ
の
対
応
・
か
か
わ
り

定
員　
50
人
（
ど
な
た
で
も
）

※
参
加
費
無
料
・
要
予
約

講
師　
上
田　

隆
さ
ん
（
共
栄
病
院

小
児
科
医
：
未
熟
児
・
低
身
長
夜
尿

症
・
発
達
障
害
な
ど
幅
広
く
活
躍
）

※
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操
に
は
バ
ス
タ

オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

−

５
５
５
０
）
へ

◆次の方は、こども相談室（市役所本庁舎２階）で申請手続きが必要です。
　●出生などにより、新たに養育する子どもができた方。
　●すでに受給していて、他市町村から転入された方。

【申請手続は、15日以内にお願いします】
　申請は、早めにお願いします。申請が遅れると、遅れた月分の手
当が受けられませんのでご注意ください。

【転出される方は、転出先で申請が必要です】
　阿南市から他市町村へ転出される方は、すでに受給されている方
でも転出先で申請手続が必要です。
◆次の方は、手続きの必要はありません。
　●すでに受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方。

【公務員の方は勤務先でおたずねください】

●支給金額　子ども１人につき　月額13,000円
●支 給 日　６月15日（２月分〜５月分）
　　　　　　10月14日（６月分〜９月分）
●支給対象となる子ども　０歳から中学校卒業まで
　　　　　　　　　　　　 （０歳から15歳になった後の最初の３月31日まで）

毎年行っている６月の現況届は提出する必要はありません。

問い合わせは　こども相談室（☎22−1677）へ

　子ども手当は、平成23年４月〜９月までの６カ月間、これまでと同じ額で
引き続き支給されます。

子ども手当の支給
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　最近、日本で地震がよく起こっています。

　幼稚園では、いろいろな災害を想定して、避

難訓練を行っています。

　以前、夕方に小さな地震があった時に、「お

家ですぐ机の下にもぐったよ。」と話してくれ

た子がいて、日頃の避難訓練の成果が現れてい

ることを、うれしく思いました。

　ご家庭でも、家族で防災について話し合い、

避難方法の確認などをされてみてはいかがでし

ょうか。　　　　　　　　　　　学校教育課

赤ちゃんとお母さんのお友達づくりや交流の場です。
予約はいりませんのでお気軽にどうぞ。
対象　１歳未満の赤ちゃん（計測は１歳半まで）
内容　・身体計測（受付開始から30分間実施）

・お話「絵本の読み聞かせについて」
　（身体計測後）
・育児相談

開催日 受付時間 場　　所

13日㈪
10:00〜11:00 羽ノ浦公民館
13:30〜14:30 橘町総合センター

14日㈫
10:00〜11:00 ひまわり会館
13:30〜14:30 那賀川社会福祉会館

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

子育てワイワイトーク 

− 防災について考えよう −

子育て一言メモ

親
子
教
室

「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」
開
催

教
室　
右
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日
時　
６
月
８
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

健
康
ル
ー

ム内
容　
カ
ー
ド
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て

楽
し
く
右
脳
を
鍛
え
る

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

さ
ま
と
そ
の
保
護
者

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

※
教
材
費
別
途
必
要
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
☎
23

−

２
６
３
０
）
へ

夏
休
み
小
学
生
の
居
場
所
作
り

「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
の
家
」

　

夏
休
み
限
定
の
学
童
保
育
で
す
。

利
用
期
間　
７
月
21
日
㈭
〜
８
月
26

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
・
８
月
15
日

㈪
を
除
く
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

場
所　
Ｊ
Ａ
阿
南
農
協
会
館
３
階

（
領
家
町
）

対
象
児
童　
市
内
の
小
学
３
年
〜
６

年
生

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

会
費　
１
人
あ
た
り
５
千
円

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
後
日
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
☎
23

−

２
６
３
０
）
へ

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

育
み
ク
ラ
ブ
の
電
話
相
談

　

子
育
て
や
教
育
の
こ
と
で
悩
み
が

あ
る
け
れ
ど
、
誰
に
相
談
し
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
あ
な
た

の
た
め
に
、
育
み
ク
ラ
ブ
で
は
電
話

相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　

午
前
９
時
〜
正
午

相
談
員　
元
小
学
校
長
・
元
保
育
所

長
等

問
い
合
わ
せ
は　
育
み
ク
ラ
ブ
（
☎

42

−

３
８
８
５
）
へ

子
育
て
家
庭
教
育
相
談

日
時　
６
月
12
日
㈰　

午
前
９
時
〜

正
午

場
所　
富
岡
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
☎
22

−

３
３
９
１
）
へ

病児・病後児保育だより
（岩城クリニック）

　４月から病児の受け入れも可能となり、大変好評をいただいて
おります。病児保育から症状が軽くなった場合には、病後児保育
に移行してお預かりすることも可能ですので、ご利用ください。
　登録申請書・パンフレットは、岩城クリニック、こども課、各
保育所、支所、住民センター、保健センターにて配布しています。

■病	児	保	育　8:30〜13:00（延長14:00まで）
■病後児保育　8:30〜17:30（延長18:00まで）
※お子様の症状を把握し、十分なケアをさせていただくために、

必ずかかりつけ医の診察を受けてからご予約ください。
※当院では２カ月に１度、保育室を開放しておはなしひろばを開

催しています。保育室の見学もかねて、一度遊びにきてみませ
んか。

　　　　　　　　日時　６月18日㈯14:00〜15:00　
　　　　　　　　場所　岩城クリニック３階　保育室
予約や症状についての問い合わせは
岩城クリニック病児・病後児専用（☎080−1998−7476）へ
登録の問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ

おはなし
ひ ろ ば
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６月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

５ けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23−6522

12 島内科眼科医院 富 岡 町 ☎22−1147

19 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

26 古川小児科内科医院 領 家 町 ☎23−3306

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。
（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

スポーツ施設６月の休館日
サンアリーナ 6・13・20・27日

那賀川スポーツセンター １・８・15・22・29日

羽ノ浦総合国民体育館 6・13・20・27日

羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・20・27日

人口と世帯数

人口 77,560人（＋39）

（男）37,397人（＋37）

（女）40,163人（＋  2）

世帯数29,320世帯（＋65）

※平成23年４月末日現在
　 (　 )内は前月対比

　故・那住　孝さんが築かれたカローリング競技の礎
をみんなで育てていこうと、阿南市カローリング協会
の皆さんが頑張っています。いつでも、どこでも、だ
れとでもできる手軽さが魅力のインドアスポーツ。３

人でチームをつくり、６人揃えば対戦できます。用具は借りること
ができますので、ぜひ挑戦してみてください。面白いですよ。（山）

編集室の

窓

６月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■市県民税（第１期、全期）
■国民健康保険税（第１期）
　納期限は、６月30日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。

■市税の口座振替について
　軽自動車税と固定資産税（全期）の口座振替済通知書はすでに
郵送しています。市県民税（各期）、固定資産税（各期）、国民健
康保険税の口座振替済通知書は23年度の最終納期後に郵送する
予定です。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課・税務課）
６月26日㈰　8:30〜17:00

６月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約）	 ２日㈭・16日㈭

時 　13:30〜16:30　	
所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116
※７月の予約は６月１日から受付。

行政相談　　　　　	 14日㈫・28日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　	 24日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　   所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 　　　　　１日㈬

時 　10:00〜12:00

所 　橘公民館・ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　	 　10日㈮

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　７･14・21・28日　  時 　13:00〜17:00

日 　10・24日　  時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　	 今月はありません

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※７月の相談日は７日㈭です。相談は１カ月前から電話によ

る完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　	 　　３日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約）	 　　16日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

出前心配ごと相談　　　　　　	 ６日㈪

時 　10:00〜15:00　　 所 　羽ノ浦支所

問 　社会福祉協議会　☎23−7288

心配ごと相談	 ６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第59回

看板を設置する老人会の皆さん
おいしいうどんごちそうさま
加茂谷婦人会の皆さん

小鯉を飾る深瀬地区手芸クラブの皆さん

加茂谷中特製「たこせん」はいかが

加茂谷体協のアイスクリーム屋さん

ＪＡ女性部主婦グループによる餅つき ＪＡあなんチンゲン菜部会による射的

地上10ｍの世界へ案内する実行委員

お話ひろばのマイこいのぼり作り

東北に届け！井浦夫妻のアフリカ太鼓

　

昭
和
62
年
、
当
時
の
加
茂
谷
体
協
の
井
戸
端
会
議
か

ら
始
ま
っ
た
阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り
は
、
今
年
で
23

回
を
数
え
ま
し
た
。
四
国
一
と
も
呼
ば
れ
た
鯉
の
川
渡

し
は
圧
巻
で
、
毎
年
３
千
人
を
超
す
親
子
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
も
年
を
重
ね
る
ご
と
に
充

実
し
、
７
年
前
か
ら
は
中
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
に
加
茂
谷
で
最
初
に
築
造
さ
れ
た
中
央
橋

を
背
に
、
晴
れ
や
か
な
ハ
ッ
ピ
姿
で
出
迎
え
て
く
れ
た

の
が
地
元
の
漁
師
さ
ん
。
鮎
漁
で
培
っ
た
操
舵
の
技
で

カ
ン
ド
リ
舟
を
滑
ら
せ
ま
す
。
カ
ン
ド
リ
と
は
、
か
じ

と
り
を
意
味
す
る
「
楫か
ん

取ど
り

」
に
由
来
し
、
那
賀
川
を
挟

む
よ
う
に
集
落
が
広
が
る
加
茂
谷
で
は
、
か
つ
て
、
船

渡
し
と
し
て
交
通
手
段
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
楠

根
町
か
ら
細
野
町
ま
で
の
５
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
た
渡

船
の
う
ち
、
鯉
ま
つ
り
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
深
瀬
町

も
そ
の
１
つ
。
船
頭
が
漕
ぐ
櫓ろ

の
き
し
む
音
が
、
人
々

の
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
り
続
け
て
き
た
那
賀
川
の
営
み

を
今
に
伝
え
ま
す
。

〜地域の輝き〜
阿南の加茂谷鯉まつり（加茂谷）

足かけ23年、鯉まつりは名実ともに加茂谷のシンボルとなった。
子どもたちの健やかな成長と地域の発展を願い、つるした鯉のぼりは数知れず。
ふるさとをもっと元気にしたい。仕掛け人たちの情熱は今も昔も変わらない。


